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静電誘導に基づく地震前兆検証器「EQSIGN」から試みる電磁気異常の半定量的考
察

Semiquantitative Discussion about Unusual Electromagnetic Phenomena using ’EQSIGN’,
a Revised Detector of Earthquake Precursor
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民話伝承や市民の報告にある地震前兆は、先行時間や観測点の時間・空間（震央距離）分布の統計処理から、稀な自然
現象であると考えられる。遠方における観測や、地震発生時から長い遡及時間を有する報告は、思いこみや心理的な錯
誤の確率が増え、信憑性は低い。しかし、1995年兵庫県南部地震や 1999年イズミット地震の場合、震央から 100km以
内の報告は自然現象の可能性が高いことがカイ 2乗検定を用いた統計的な議論 1)から示唆されている。これらの現象を
説明するのに電磁気現象はその影響範囲の広汎性と同時性においてもっともあり得る物理プロセスであると考えている。

一方、安政見聞録には安政江戸地震 (1855年、M6.9)の２時間前に天然磁石から落ちた釘の話がある。佐久間象山は磁
気異常現象を考えて「地震時計」を提案した。しかし常温で永久磁石の磁気を一時的に消失させるほどの磁気異常の物
理プロセスは考えにくい。Ikeya2)は静電誘導で釘に電荷が誘起され、揺れて落ちたと考え、再現実験を行った。さらに
静電誘導現象をピンの落下で検知することにより地震前兆現象を検証する装置「EQSIGN」を開発した。

発表では装置の動作原理の確認実験について報告し、実験結果から地震前の電場異常について半定量的考察を行う。
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